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編

　集

　後

　記

　
本
年
度
第
１
回
目
の
広
報
紙
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
は
日
頃
か
ら
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
対
策
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

昨
年
か
ら
事
業
の
中
止
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
普
及
も

進
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、
感
染
防
止

対
策
を
も
う
一
踏
ん
張
り
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
広
報

紙
は
、「
共
同
募
金

配
分
金
」
を
受
け

て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
潮
来
市
の
松
﨑
昌
樹
理
事
が
令
和
３

年
６
月
、
令
和
３
年
日
本
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
松
﨑
理
事
は
、
多
年
に
渡
り
茨
城
県

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
役
員
と
し

て
、
障
害
の
あ
る
人
々
の
福
祉
向
上
や
権

利
擁
護
の
た
め
に
ご
尽
力
な
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
松
﨑
理
事
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、聴
覚
や
発
話
に
困
難
の
あ
る
方
（
以
下
「
聴
覚
障
害
者
等
」

と
い
い
ま
す
。）
と
聴
覚
障
害
者
等
以
外
の
者
と
の
会
話
を
、
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
が
手
話
・

文
字
と
音
声
を
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
電
話
で
双
方
向
に
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

荻

　津 

　和

　良

坂

　場 

　篤

　視

会

　沢 
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　典
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軍
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吉
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副

会

長

副

会

長

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

専
務
理
事

監

　
　事

監

　
　事

監

　
　事

『
令
和
３
年
度

　
　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

　
　
連
合
会
　
定
時
総
会
書
面
決
議
』

『
令
和
３
年
度

　
　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

　
　
連
合
会
　
定
時
総
会
書
面
決
議
』

令
和
３
年
度

役

　
　
　員

　
令
和
３
年
６
月
16
日
（
水
）
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
、
茨
城
県
身
体

障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
の
定
時
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
か
ら
出
席
者
の
安
全
を
最
優
先
す
る
た
め
、
書
面
に
よ
り
決
議
を

行
い
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　
　令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　
　令
和
２
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　
　公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　
　理
事
・
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
以
上
の
議
案
に
対
す
る
書
面
協
議
に
対
し
て
、
全
会
員
の
同
意
を
得

て
、
提
案
の
と
お
り
総
会
の
決
議
が
あ
り
ま
し
た
。

松
﨑
氏
が

日
身
連
会
長
表
彰

を
受
賞

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

・
24
時
間
3
6
5
日

　
　
深
夜
に
熱
が
出
た
の
で
、

病
院
を
予
約
し
た
い

・
緊
急
通
報
受
理
機
関
へ
の
通
報

　
　
敷
地
内
に
人
影
が
あ
り
、

通
報
し
た
い

・
双
方
向
化

　
　
聴
覚
障
害
者
等
以
外
の
者

へ
仕
事
の
連
絡
を
し
た
の

で
、
や
り
取
り
を
し
た
い

こ
ん
な
時
に
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Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
障
害
者
差
別
解
消

法
施
行
３
年
後
の
見
直
し
に
係
る
意
見

を
踏
ま
え
、
障
害
に
関
す
る
理
解
促
進

の
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
が
一
層
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

２
０
１
７
年
２
月
に
策
定
し
た
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

へ
の
理
解
促
進
を
図
る
な
ど
の
共
生
社

会
実
現
を
目
指
し
て
い
く
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

  

本
会
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
日

本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
（
以
下

「
日
身
連
」
と
い
う
。）
や
茨
城
県
等
を

通
じ
国
の
動
向
に
関
す
る
情
報
収
集
に

努
め
る
と
と
も
に
、
日
身
連
傘
下
団
体

及
び
会
員
団
体
等
と
の
意
見
交
換
・
情

報
交
換
を
密
に
行
い
、
共
生
社
会
を
目

指
す
た
め
の
施
策
の
一
層
の
充
実
を
国

等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

  

ま
た
、
会
員
団
体
や
身
体
障
害
者
相

談
員
、障
害
者
福
祉
関
係
者
等
に
対
し
、

共
生
社
会
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
の

一
助
と
な
る
よ
う
な
テ
ー
マ
で
の
研
修

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
国
等
の
動

き
や
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

の
提
供
を
広
報
紙
等
を
通
じ
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。

　
障
害
者
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
よ

り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
円
滑
か
つ
適
切
な
運
営
に

努
め
る
。

　
さ
ら
に
、
限
ら
れ
た
財
政
状
況
の
中
、

効
率
的
な
会
運
営
に
取
り
組
む
。

　Ⅱ 
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
努
め
る
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ

適
切
な
運
営
を
行
う
よ
う
事
業
者
の
指

導
に
努
め
る
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、
就

労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の
収

集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機

関
等
と
の
連
携
の
も
と
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問
題
の
解
決

に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労
な
ど

に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改
正
に
関

す
る
情
報
な
ど
の
収
集
を
行
う
と
と
も

に
、
県
等
の
関
係
機
関
や
団
体
等
と
の

連
絡
や
情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福
祉
』
を

年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を
は
じ
め

市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に
広
く
配

布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の
動
向
や

本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る
広
報
に

努
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
施
策
の
周

知
・
啓
発
を
図
る
。（
主
た
る
財
源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）。

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

１
団
体
　
４
５
７
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
へ
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

・
開
催
日 

第
１
回
：
令
和
３
年
６
月

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
書
面
開
催
）

第
２
回
：
令
和
４
年
３
月
上
旬

・
場
　
所
　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
　
未
定

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
を
勘
案
し
、
検
討
中
）

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
　
令
和
４
年
２
月
16
日
（
水
）

・
場
　
所
　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

・
内
　
容
　
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
12
月
３
日
（
金
）
〜
９
日
（
木
）

・
事
業
内
容

　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
出
入
口
へ
の

立
看
板
の
掲
出
・
懸
垂
幕
「
や
さ
し
を

行
動
に
」
の
掲
揚
、
県
主
催
啓
発
事
業

へ
の
協
力

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
収
集

と
全
国
の
障
害
者
福
祉
団
体
と
の
連
携

を
図
る
た
め
、
日
身
連
の
開
催
す
る
大

会
等
や
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
主
催
の
会
議
に
参
加
す
る
。

①
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

第
66
回
日
身
連
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

・
日
身
連
主
催
で
、
６
月
28
日
（
月
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
り
開
催

（
ふ
く
お
か
大
会
は
令
和
４
年
に
延
期
）

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
　  

　
11
都
県
５
政
令
指
定
都
市

◆
団
体
長
会
議
：
書
面
会
議

・
開
催
団
体
　
新
潟
市

・
開
催
日
　
６
月
下
旬

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
地
　
静
岡
県

・
開
催
日
　
10
月
26
日（
火
）〜
27
日（
水
） 

◆
障
害
者
相
談
員
研
修
会

・
開
催
地
　
埼
玉
県

・
開
催
日
　
令
和
４
年
へ
延
期

⑵
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
激

励
等

　
三
重
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県
選
手

団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を
行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激
励
と

応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
身
体
障
害
者
相
談
員
の
資
質
の
向
上

と
相
談
員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る

た
め
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、

地
区
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相

談
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

①
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央

研
修
会

・
開
催
日
　
７
月
29
日
（
木
）

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
） 

②
相
談
員
地
区
研
修
会

〇
左
項
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
等
に
よ
り
変
更
も
あ
り
得
ま
す
。

◆
県
南
・
県
西
地
区

・
開
催
日
　
９
月
３
日
（
金
）

・
場
　
所
　
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
区

・
開
催
日
　
９
月
17
日
（
金
）

・
場
　
所
　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
４
階
　
大
研
修
室
　

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を
図

る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
、

国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通
じ
、
ま
た
、

県
に
対
し
て
は
県
域
の
福
祉
団
体
で
構

成
す
る
茨
城
県
社
会
福
祉
予
算
対
策
委

員
会
を
通
じ
、
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

理
事
会

　
第
１
回
　
５
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
面
決
議
）

　
第
２
回
　
令
和
４
年
３
月

監
　
査
　
　
５
月
６
日
（
木
）

総
　
会
　
　
６
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
面
決
議
）

⑵
障
害
者
作
品
展
優
秀
作
品
の
表
彰

　
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
１
（
障
害
者
の
文
化
祭
）
に

出
展
さ
れ
る
身
体
障
害
者
の
優
秀
作
品

（
絵
画
の
部
、
書
道
の
部
、
写
真
の
部
、

陶
芸
・
工
芸
の
部
の
各
部
門
一
点
）
の

中
か
ら
連
合
会
長
賞
を
授
与
し
、
文
化

祭
参
加
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

⑶
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

懸垂幕「やさしさを行動に」

令
和
３
年
度

 

事
業
計
画



令和３年８月１日⑶　第71号 い は ら き 身 障 福 祉 令和３年８月１日 第71号　⑵い は ら き 身 障 福 祉

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
障
害
者
差
別
解
消

法
施
行
３
年
後
の
見
直
し
に
係
る
意
見

を
踏
ま
え
、
障
害
に
関
す
る
理
解
促
進

の
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
が
一
層
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

２
０
１
７
年
２
月
に
策
定
し
た
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

へ
の
理
解
促
進
を
図
る
な
ど
の
共
生
社

会
実
現
を
目
指
し
て
い
く
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

  

本
会
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
日

本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
（
以
下

「
日
身
連
」
と
い
う
。）
や
茨
城
県
等
を

通
じ
国
の
動
向
に
関
す
る
情
報
収
集
に

努
め
る
と
と
も
に
、
日
身
連
傘
下
団
体

及
び
会
員
団
体
等
と
の
意
見
交
換
・
情

報
交
換
を
密
に
行
い
、
共
生
社
会
を
目

指
す
た
め
の
施
策
の
一
層
の
充
実
を
国

等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

  

ま
た
、
会
員
団
体
や
身
体
障
害
者
相

談
員
、障
害
者
福
祉
関
係
者
等
に
対
し
、

共
生
社
会
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
の

一
助
と
な
る
よ
う
な
テ
ー
マ
で
の
研
修

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
国
等
の
動

き
や
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

の
提
供
を
広
報
紙
等
を
通
じ
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。

　
障
害
者
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
よ

り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
円
滑
か
つ
適
切
な
運
営
に

努
め
る
。

　
さ
ら
に
、
限
ら
れ
た
財
政
状
況
の
中
、

効
率
的
な
会
運
営
に
取
り
組
む
。

　Ⅱ 

事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
努
め
る
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ

適
切
な
運
営
を
行
う
よ
う
事
業
者
の
指

導
に
努
め
る
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、
就

労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の
収

集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機

関
等
と
の
連
携
の
も
と
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問
題
の
解
決

に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労
な
ど

に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改
正
に
関

す
る
情
報
な
ど
の
収
集
を
行
う
と
と
も

に
、
県
等
の
関
係
機
関
や
団
体
等
と
の

連
絡
や
情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福
祉
』
を

年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を
は
じ
め

市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に
広
く
配

布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の
動
向
や

本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る
広
報
に

努
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
施
策
の
周

知
・
啓
発
を
図
る
。（
主
た
る
財
源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）。

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

１
団
体
　
４
５
７
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
へ
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

・
開
催
日 

第
１
回
：
令
和
３
年
６
月

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
書
面
開
催
）

第
２
回
：
令
和
４
年
３
月
上
旬

・
場
　
所
　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
　
未
定

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
を
勘
案
し
、
検
討
中
）

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
　
令
和
４
年
２
月
16
日
（
水
）

・
場
　
所
　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

・
内
　
容
　
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
12
月
３
日
（
金
）
〜
９
日
（
木
）

・
事
業
内
容

　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
出
入
口
へ
の

立
看
板
の
掲
出
・
懸
垂
幕
「
や
さ
し
を

行
動
に
」
の
掲
揚
、
県
主
催
啓
発
事
業

へ
の
協
力

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
収
集

と
全
国
の
障
害
者
福
祉
団
体
と
の
連
携

を
図
る
た
め
、
日
身
連
の
開
催
す
る
大

会
等
や
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
主
催
の
会
議
に
参
加
す
る
。

①
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

第
66
回
日
身
連
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

・
日
身
連
主
催
で
、
６
月
28
日
（
月
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
り
開
催

（
ふ
く
お
か
大
会
は
令
和
４
年
に
延
期
）

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
　  

　
11
都
県
５
政
令
指
定
都
市

◆
団
体
長
会
議
：
書
面
会
議

・
開
催
団
体
　
新
潟
市

・
開
催
日
　
６
月
下
旬

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
地
　
静
岡
県

・
開
催
日
　
10
月
26
日（
火
）〜
27
日（
水
） 

◆
障
害
者
相
談
員
研
修
会

・
開
催
地
　
埼
玉
県

・
開
催
日
　
令
和
４
年
へ
延
期

⑵
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
激

励
等

　
三
重
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県
選
手

団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を
行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激
励
と

応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
身
体
障
害
者
相
談
員
の
資
質
の
向
上

と
相
談
員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る

た
め
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、

地
区
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相

談
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

①
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央

研
修
会

・
開
催
日
　
７
月
29
日
（
木
）

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
） 

②
相
談
員
地
区
研
修
会

〇
左
項
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
等
に
よ
り
変
更
も
あ
り
得
ま
す
。

◆
県
南
・
県
西
地
区

・
開
催
日
　
９
月
３
日
（
金
）

・
場
　
所
　
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
区

・
開
催
日
　
９
月
17
日
（
金
）

・
場
　
所
　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
４
階
　
大
研
修
室
　

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を
図

る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
、

国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通
じ
、
ま
た
、

県
に
対
し
て
は
県
域
の
福
祉
団
体
で
構

成
す
る
茨
城
県
社
会
福
祉
予
算
対
策
委

員
会
を
通
じ
、
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

理
事
会

　
第
１
回
　
５
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
面
決
議
）

　
第
２
回
　
令
和
４
年
３
月

監
　
査
　
　
５
月
６
日
（
木
）

総
　
会
　
　
６
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
面
決
議
）

⑵
障
害
者
作
品
展
優
秀
作
品
の
表
彰

　
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
１
（
障
害
者
の
文
化
祭
）
に

出
展
さ
れ
る
身
体
障
害
者
の
優
秀
作
品

（
絵
画
の
部
、
書
道
の
部
、
写
真
の
部
、

陶
芸
・
工
芸
の
部
の
各
部
門
一
点
）
の

中
か
ら
連
合
会
長
賞
を
授
与
し
、
文
化

祭
参
加
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

⑶
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

懸垂幕「やさしさを行動に」

令
和
３
年
度

 

事
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（単位：千円）

  

新
役
員
の
紹
介

　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
第
一
回

理
事
会
並
び
に
通
常
総
会
を
や
む
を
得

ず
書
面
決
議
と
し
ま
し
た
。
６
月
22
日

（
火
）、
34
す
べ
て
の
会
員
団
体
か
ら
同
意

が
得
ら
れ
、
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
及
び
欠
員
役
員
の
選
任
案
す
べ
て
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
髙
木

会
長
を
中
心
に
、
副
会
長
５
名
が
各
地

区
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
兼
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
が

中
心
と
な
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
会
員
団
体
の

連
携
・
連
絡
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
今
年

度
の
役
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

名
誉
会
長
　
　
　
　
中
　山
　康
　雄

（
潮
来
市
）

会
　
長
（
理
事
） 

　 

髙
　木
　
　
　昇

（
常
陸
太
田
市
）

副
会
長
（
理
事
）  

　
立
　村
　
　
　忠

（
小
美
玉
市
）

　
障
害
者
福
祉
バ
ス
は
、
各
種
講
演
会
・

研
修
会
・
講
習
会
・
社
会
見
学
・
機
能

回
復
訓
練
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
に
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
委
託
業
者
に
お
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　
・
申
込
み…

６
ヶ
月
前
か
ら
（
先
着
順
）

　
・
乗
車
定
員…

利
用
す
る
障
害
者
10

名
以
上

　
・
運
行
時
間…

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時

※

運
行
時
間
と
は
福
祉
バ
ス
が
定
置
場

（
三
陸
観
光
）
を
出
庫
し
て
か
ら
定
置
場

に
戻
る
ま
で
の
時
間
で
す
。

　
・
運
行
範
囲…

県
内
、隣
接
県
（
福
島
・

　
栃
木
・
千
葉
・
埼
玉
県
）、
群
馬
県
、

　
東
京
都

　
・
料
金…

原
則
無
料

　
・
運
行
日…

年
末
年
始
（
12
月
28
日

　
〜
１
月
４
日
）
を
除
き
、
曜
日
に
関

　
係
な
く
運
行

※

宿
泊
利
用
も
可

（
委
託
業
者
）

〒
３
１
９‒

０
２
０
５

笠
間
市
押
辺
２
５
９
４‒

１
２

株
式
会
社
　
三
陸
観
光

T
E
L
　
０
２
９
９‒

４
５‒

６
５
８
０

F
A
X
　
０
２
９
９‒

４
５‒

７
６
２
５

・
乗
車
前
等
に
体
調
確
認
を
行
い
、
発
熱

な
ど
体
調
不
良
の
方
は
乗
車
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

・
乗
車
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
密
集

の
回
避
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
乗
車
の
前
に
、
手
指
の
消
毒
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
車
内
に
お
け
る
飲
食
は
熱
中
症
対
策
な

ど
で
必
要
な
場
合
に
限
り
ま
す
の
で
、

原
則
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

利
用
さ
れ
る
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

副
会
長
（
理
事
）　
岸
　
　
　三
　男

（
東
海
村
）

副
会
長
（
理
事
）　
松
　﨑
　昌
　樹

（
潮
来
市
）

副
会
長
（
理
事
）　
髙
　野
　重
　彦

（
龍
ヶ
崎
市
）

副
会
長
（
理
事
）　
尾
　上
　孝
　俊

（
常
総
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
荻
　津
　和
　良

（
茨
城
町
）

理
　
事
　
　
　
　
　
小
　松
　崎
　進

（
笠
間
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
藤
　田
　賢
　司

（
大
子
町
）

理
　
事
　
　
　
　
　
米
　川
　正
　典

（
鉾
田
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
齊
　藤
　茂
　雄

（
取
手
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
大
　野
　幸
　一

（
美
浦
村
）

理
　
事
　
　
　
　
　
服
　部
　佳
　子

（
下
妻
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
今
　井
　輝
　勝

（
古
河
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
村
　上
　克
　行

（
龍
ヶ
崎
市
）

監
　
事
　
　
　
　
　
中
　島
　秀
　男

（
石
岡
市
）

福祉バス

障
害
者
福
祉
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

会
員
団
体
の
動
き

会
員
団
体
の
動
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

令
和
３
年
度
事
業
計
画

令和３年度収支予算

科　目 予算額 前年度予算額 比較増減
　　経常収益
　　　　  　受取会費
　　　　　　　 正会員受取会費
　　　　　  受取補助金等
　　　　　　　 県補助金
　　　　　　受取委託金
　　　　　　　 県委託金
　　　　　　受取配分金
　　　　　　　 受取配分金
　　　　　　受取寄付金
　　　　　　　 受取寄付金
　　　　　　割戻金
　　　　　　　 割戻金
　　　　　  雑収入
　　　　　　　 受取利息
　　　　 経常収益計
　　経常費用
　　　　　（事業費）
   　　　　　　給料手当
　　　　　　　 報酬
　　　　　　　 諸手当
　　　　　　　 共済費
　　　　　　　 旅費交通費
　　　　　　　 備品費
　　　　　　　 需用費
　　　　　　　 役務費
　　　　　　　 使用料及び賃借料
　　　　　　　 報償費
　　　　　　　 公課費
　　　　　　　 業務委託
　　　　　　　 団体運営費補助
　　　　　　 　減価償却費
　　　　　 　　雑費
　　　　　　事業費計
　　　　　（管理費）
　　　　　　　 会議費
　　　　　　　 給料手当
                 　  報酬
　　　　　　　 諸手当
　　　　　　　 共済費
　　　　　　　 旅費
　　　　　　　 備品費
　　　　　　　 需用費
　　　　　　　 役務費
　　　　　　　 公課費
　　　　 　　　使用料及び賃借料
    　　　　      分担金
　　　　　　　 減価償却費
　　　　　　　 雑費
　　　　　　管理費計
　　　　 経常費用計
　　　　　　当期経常増減額

240 

18,750 

4 ,489 

200 

380 

400 

1 
24 ,460 

3 ,038 
3 ,044 
2 ,574 
1 ,475 
250 
9 

2 ,031 
458 
859 
803 
75 

5 ,058 
1 ,372 

0 
120 

21 ,166 

250 
1 ,302 
339 
804 
410 
100 
0 

235 
53 
50 
135 
160 
0 

100 
3 ,938 
25 ,104 
－644 

240 

18 ,751 

4 ,469 

200 

380 

400 

1 
24 ,441 

3 ,038 
3 ,044 
2 ,588 
1 ,434 
370 
10 

2 ,340 
474 
973 
930 
75 

5 ,058 
1 ,382 

0 
125 

21 ,841 

300 
1 ,302 
339 
802 
404 
96 
0 

235 
58 
50 
135 
160 
0 

100 
3 ,981 
25 ,822 
－1,381 

0 

-1 

20 

0 

0 

0 

0 
19 

0 
0 

－14 
41 

－120 
－1 

－309 
－16 
－114 
－127 

0 
0 

－10 
0 
－5 

－675 

－50 
0 
0 
2 
6 
4 
0 
0 
－5 
0 
0 
0 
0 
0 

－43 
－718 
737 



令和３年８月１日⑸　第71号 い は ら き 身 障 福 祉 令和３年８月１日 第71号　⑷い は ら き 身 障 福 祉

（単位：千円）

  

新
役
員
の
紹
介

　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
第
一
回

理
事
会
並
び
に
通
常
総
会
を
や
む
を
得

ず
書
面
決
議
と
し
ま
し
た
。
６
月
22
日

（
火
）、
34
す
べ
て
の
会
員
団
体
か
ら
同
意

が
得
ら
れ
、
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
及
び
欠
員
役
員
の
選
任
案
す
べ
て
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
髙
木

会
長
を
中
心
に
、
副
会
長
５
名
が
各
地

区
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
兼
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
が

中
心
と
な
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
会
員
団
体
の

連
携
・
連
絡
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
今
年

度
の
役
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

名
誉
会
長
　
　
　
　
中
　山
　康
　雄

（
潮
来
市
）

会
　
長
（
理
事
） 

　 

髙
　木
　
　
　昇

（
常
陸
太
田
市
）

副
会
長
（
理
事
）  
　
立
　村
　
　
　忠

（
小
美
玉
市
）

　
障
害
者
福
祉
バ
ス
は
、
各
種
講
演
会
・

研
修
会
・
講
習
会
・
社
会
見
学
・
機
能

回
復
訓
練
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
に
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
委
託
業
者
に
お
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　
・
申
込
み…

６
ヶ
月
前
か
ら
（
先
着
順
）

　
・
乗
車
定
員…

利
用
す
る
障
害
者
10

名
以
上

　
・
運
行
時
間…

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時

※

運
行
時
間
と
は
福
祉
バ
ス
が
定
置
場

（
三
陸
観
光
）
を
出
庫
し
て
か
ら
定
置
場

に
戻
る
ま
で
の
時
間
で
す
。

　
・
運
行
範
囲…

県
内
、隣
接
県
（
福
島
・

　
栃
木
・
千
葉
・
埼
玉
県
）、
群
馬
県
、

　
東
京
都

　
・
料
金…

原
則
無
料

　
・
運
行
日…

年
末
年
始
（
12
月
28
日

　
〜
１
月
４
日
）
を
除
き
、
曜
日
に
関

　
係
な
く
運
行

※

宿
泊
利
用
も
可

（
委
託
業
者
）

〒
３
１
９‒

０
２
０
５

笠
間
市
押
辺
２
５
９
４‒

１
２

株
式
会
社
　
三
陸
観
光

T
E
L
　
０
２
９
９‒

４
５‒

６
５
８
０

F
A
X
　
０
２
９
９‒

４
５‒

７
６
２
５

・
乗
車
前
等
に
体
調
確
認
を
行
い
、
発
熱

な
ど
体
調
不
良
の
方
は
乗
車
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

・
乗
車
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
密
集

の
回
避
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
乗
車
の
前
に
、
手
指
の
消
毒
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
車
内
に
お
け
る
飲
食
は
熱
中
症
対
策
な

ど
で
必
要
な
場
合
に
限
り
ま
す
の
で
、

原
則
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

利
用
さ
れ
る
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

副
会
長
（
理
事
）　
岸
　
　
　三
　男

（
東
海
村
）

副
会
長
（
理
事
）　
松
　﨑
　昌
　樹

（
潮
来
市
）

副
会
長
（
理
事
）　
髙
　野
　重
　彦

（
龍
ヶ
崎
市
）

副
会
長
（
理
事
）　
尾
　上
　孝
　俊

（
常
総
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
荻
　津
　和
　良

（
茨
城
町
）

理
　
事
　
　
　
　
　
小
　松
　崎
　進

（
笠
間
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
藤
　田
　賢
　司

（
大
子
町
）

理
　
事
　
　
　
　
　
米
　川
　正
　典

（
鉾
田
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
齊
　藤
　茂
　雄

（
取
手
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
大
　野
　幸
　一

（
美
浦
村
）

理
　
事
　
　
　
　
　
服
　部
　佳
　子

（
下
妻
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
今
　井
　輝
　勝

（
古
河
市
）

理
　
事
　
　
　
　
　
村
　上
　克
　行

（
龍
ヶ
崎
市
）

監
　
事
　
　
　
　
　
中
　島
　秀
　男

（
石
岡
市
）

福祉バス

障
害
者
福
祉
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

会
員
団
体
の
動
き

会
員
団
体
の
動
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

令
和
３
年
度
事
業
計
画

令和３年度収支予算

科　目 予算額 前年度予算額 比較増減
　　経常収益
　　　　  　受取会費
　　　　　　　 正会員受取会費
　　　　　  受取補助金等
　　　　　　　 県補助金
　　　　　　受取委託金
　　　　　　　 県委託金
　　　　　　受取配分金
　　　　　　　 受取配分金
　　　　　　受取寄付金
　　　　　　　 受取寄付金
　　　　　　割戻金
　　　　　　　 割戻金
　　　　　  雑収入
　　　　　　　 受取利息
　　　　 経常収益計
　　経常費用
　　　　　（事業費）
   　　　　　　給料手当
　　　　　　　 報酬
　　　　　　　 諸手当
　　　　　　　 共済費
　　　　　　　 旅費交通費
　　　　　　　 備品費
　　　　　　　 需用費
　　　　　　　 役務費
　　　　　　　 使用料及び賃借料
　　　　　　　 報償費
　　　　　　　 公課費
　　　　　　　 業務委託
　　　　　　　 団体運営費補助
　　　　　　 　減価償却費
　　　　　 　　雑費
　　　　　　事業費計
　　　　　（管理費）
　　　　　　　 会議費
　　　　　　　 給料手当
                 　  報酬
　　　　　　　 諸手当
　　　　　　　 共済費
　　　　　　　 旅費
　　　　　　　 備品費
　　　　　　　 需用費
　　　　　　　 役務費
　　　　　　　 公課費
　　　　 　　　使用料及び賃借料
    　　　　      分担金
　　　　　　　 減価償却費
　　　　　　　 雑費
　　　　　　管理費計
　　　　 経常費用計
　　　　　　当期経常増減額

240 

18,750 

4 ,489 

200 

380 

400 

1 
24 ,460 

3 ,038 
3 ,044 
2 ,574 
1 ,475 
250 
9 

2 ,031 
458 
859 
803 
75 

5 ,058 
1 ,372 

0 
120 

21 ,166 

250 
1 ,302 
339 
804 
410 
100 
0 

235 
53 
50 
135 
160 
0 

100 
3 ,938 
25 ,104 
－644 

240 

18 ,751 

4 ,469 

200 

380 

400 

1 
24 ,441 

3 ,038 
3 ,044 
2 ,588 
1 ,434 
370 
10 

2 ,340 
474 
973 
930 
75 

5 ,058 
1 ,382 

0 
125 

21 ,841 

300 
1 ,302 
339 
802 
404 
96 
0 

235 
58 
50 
135 
160 
0 

100 
3 ,981 
25 ,822 
－1,381 

0 

-1 

20 

0 

0 

0 

0 
19 

0 
0 

－14 
41 

－120 
－1 

－309 
－16 
－114 
－127 

0 
0 

－10 
0 
－5 

－675 

－50 
0 
0 
2 
6 
4 
0 
0 
－5 
0 
0 
0 
0 
0 

－43 
－718 
737 



⑦
　
視
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族
、
視
覚

障
害
者
を
支
援
等
す
る
立
場
に
あ
る
方
か

ら
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
問
題
・
悩

み
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
課
題
解

決
に
向
け
必
要
な
助
言
を
行
う
た
め
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま

す
。

⑧
　
２
０
１
９
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

視
覚
障
害
者
の
読
書
環
境
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
点
字
図
書
館
の
利
用

拡
大
に
向
け
、
公
共
図
書
館
と
の
一
層
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑨
　
第
四
期
（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７

年
度
）
指
定
管
理
に
よ
り
受
託
運
営
す

る
「
茨
城
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
県
立
点
字
図
書
館
」
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
効
率
的
・
効
果
的
な
事

業
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
事
業

を
通
じ
て
視
覚
障
害
者
の
支
援
を
充
実

し
ま
す
。

  

実
施
計
画

１

　組
織
・
団
体
活
動

　
⑴
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

　
⑵
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

　
⑶
福
祉
大
会
の
開
催

令和３年８月１日⑺　第71号 い は ら き 身 障 福 祉 令和３年８月１日 第71号　⑹い は ら き 身 障 福 祉

社
会
福
祉
法
人

茨
城
県
視
覚
障
害
者
協
会

令
和
３
年
度
事
業
計
画

監
　
事
　
　
　
　
　
原
　田
　保
　男

（
行
方
市
）

以
上
、
理
事
15
名
、
監
事
２
名

  

主
な
行
事
の
紹
介

　
今
年
度
の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

①
結
婚
相
談
事
業
日
曜
交
流
会

　
・
令
和
３
年
９
月

　
・
県
総
合
福
祉
会
館

②
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
・
令
和
３
年
10
月
上
旬

③
山
・
銀
輪
の
集
い

　
・
令
和
３
年
11
月
５
日
（
金
）　

④
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
鑑
賞
会

　
・
令
和
３
年
11
月
14
日
（
日
）

　
・
県
総
合
福
祉
会
館

⑤
日
曜
交
流
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
・
11
月
下
旬
か
ら
12
月
初
旬

⑥
役
員
研
修
会

　
・
令
和
４
年
１
月
26
日
（
水
）

　
・
県
総
合
福
祉
会
館
　

⑦
会
報
「
身
障
い
ば
ら
き
」
の
発
行

　
・
令
和
３
年
10
月
及
び
令
和
４
年
３
月

⑧
障
害
者
週
間
の
行
事
参
加
　

　
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
の
参
加
・
協
力   

　 

・ 

令
和
３
年
12
月
３
日（
金
）〜
７
日（
火
）

　
な
お
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
行

事
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
会
報
を
発

行
す
る
こ
と
に
よ
り
会
員
間
の
絆
を
再
確

  

運
営
方
針

①
　
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
趣
旨

に
対
応
し
、
よ
り
一
層
公
益
的
な
取
り
組

み
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
運
営
の
適
正

化
や
財
務
基
盤
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

②
　
障
害
者
福
祉
制
度
に
お
い
て
は
、
市

町
村
の
担
う
役
割
が
一
層
重
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
補
装
具
・
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
や
同
行
援
護
事
業
な
ど
、

市
町
村
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
福
祉
施

策
の
充
実
と
格
差
解
消
に
向
け
た
働
き
か

け
を
進
め
ま
す
。

③
　
組
織
の
弱
体
化
防
止
の
た
め
、
積

極
的
な
各
種
事
業
を
展
開
す
る
中
で
、

支
部
・
会
員
と
の
緊
密
な
連
携
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

④
　
組
織
運
営
や
事
業
活
動
に
当
た
っ
て

は
、
日
視
連
や
そ
の
他
関
係
団
体
地
域

の
障
害
者
福
祉
団
体
等
と
の
連
携
や
相

互
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
し
や
す
い

地
域
社
会
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
ま

す
。

⑤
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
媒

体
を
最
大
限
に
活
用
し
、
視
覚
障
害
者

に
対
す
る
情
報
提
供
を
よ
り
一
層
充
実
し

ま
す
。

⑥
　
視
覚
障
害
者
の
就
労
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
中
途
失

明
者
緊
急
生
活
訓
練
事
業
並
び
に
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
視
覚
障

害
者
の
雇
用
確
保
に
向
け
た
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
働
く
意
欲
の
あ

る
す
べ
て
の
視
覚
障
害
者
が
能
力
を
発
揮

し
安
心
し
て
働
き
、
安
定
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

関
す
る
条
例
」
の
制
定
を
記
念
し
た
T

シ
ャ
ツ
と
ピ
ン
バ
ッ
ジ
は
完
売
す
る
ま
で

販
売
し
続
き
ま
す
。
好
評
な
指
文
字
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
よ
く
売
れ
て
い
た
た
め
、

再
度
作
成
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
の
手
話
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、

今
後
も
グ
ッ
ズ
の
自
主
制
作
を
検
討
し
ま

す
。ま
た
、書
籍
、D
V
D
の
販
売
を
行
い
、

無
駄
を
省
き
つ
つ
資
金
面
が
安
定
す
る
よ

う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３

　旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
強
制
不
妊

手
術
へ
の
対
応 

　
昨
年
度
に
続
き
、
全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
か
ら
の
調
査
依
頼
に
基
づ
き
、
茨
城

県
内
に
被
害
者
が
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
き
た
が
不
完
全
の
た
め
、
今
後
も
調

査
を
続
け
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
収

束
は
見
え
な
い
ま
ま
、
活
動
で
き
る
か
心

配
で
す
が
、
高
齢
部
や
女
性
部
等
を
通

し
て
努
力
し
な
が
ら
情
報
収
集
を
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
も
情
報
提
供
を
呼
び
か

け
つ
つ
、
頂
い
た
情
報
を
慎
重
に
確
認
し

な
が
ら
調
査
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４

　市
町
村
手
話
言
語
条
例

　
2
0
1
8
年
９
月
に
「
茨
城
県
手
話

言
語
の
普
及
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
、
県
内
の

市
町
村
手
話
言
語
条
例
の
制
定
が
増
え

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
渦
で
思

う
よ
り
に
な
か
な
か
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

認
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
⑷
あ
は
き
法
十
九
条
関
係

　
⑸
当
事
者
相
談
事
業
の
実
施 

２

　指
定
管
理
事
業

　
⑴
点
字
図
書
等
の
閲
覧
・
貸
出 

　
⑵
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
事
業

　
⑶
即
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

　
⑷
点
字
広
報
等
発
行
事
業 

　
⑸
視
覚
障
害
者
生
活
相
談
事
業 

　
⑹
中
途
失
明
者
緊
急
生
活
訓
練
事
業

　
⑺
生
活
訓
練
等
事
業

３

　地
域
生
活
支
援
に
関
連
す
る
事
業

　
⑴
県
・
市
町
村
広
報
等
の
発
行

　
⑵
選
挙
公
報
の
作
成

　
⑶
会
議
、
案
内
資
料
等
の
作
成

　
⑷
研
修
会
・
講
習
会
等
支
援

４

　同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
事
業

５

　社
会
参
加
促
進
に
関
す
る
事
業

　
⑴
関
係
団
体
と
の
相
互
交
流
等
　

　
⑵
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
文
化
活
動

　
⑶
陳
情
、
要
望
活
動

 

公
益
事
業

１

　視
覚
障
害
者
支
援
用
具
斡
旋
事
業

  

令
和
３
年
度
役
員

理
事
長
　
　
　
　
　
坂
　場
　篤
　視

業
務
執
行
理
事
　
　
軍
　司
　有
　通

会報７５号 会報７４号家庭生活訓練事業「美術鑑賞会」

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

令
和
３
年
度
事
業
計
画

  

基
本
方
針
案

１

　会
員
の
拡
大

　
昨
年
度
の
会
員
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
60
名
位
を
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
全
日
本
ろ
う
あ

連
盟
と
関
東
ろ
う
者
大
会
の
行
事
が
中

止
と
な
っ
た
た
め
、
退
会
の
申
し
込
み
の

人
が
相
次
い
で
お
り
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
退
会
が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
を
復

活
す
る
た
め
に
、
再
度
会
員
を
入
会
す
る

よ
う
に
活
動
し
て
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
主
的
な
入
会
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
協
会
と
し
て
積
極
的
に
会
員
の
勧
誘

活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員

の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
ど
の

よ
う
な
P
R
が
効
果
的
か
な
ど
を
十
分
に

話
し
合
っ
た
上
で
、
会
員
拡
大
運
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ろ
う
あ
運
動

の
歴
史
、
運
動
の
重
要
性
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
を
開
き
、
非
会
員
に
理
解
が

得
ら
れ
る
ま
で
繰
り
返
し
説
明
を
行
う
機

会
を
作
っ
て
行
き
、
会
員
増
加
へ
繋
げ
て

会
員
4
0
0
名
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

２

　運
営
安
定

　「
茨
城
県
手
話
言
語
の
普
及
の
促
進
に

業
務
執
行
理
事
　
　
照
　井
　康
　郎

理
　
事
　
　
　
　
　
藤
　枝
　文
　江

理
　
事
　
　
　
　
　
豊
　島
　京
　子

理
　
事
　
　
　
　
　
葛
　野
　や
す
子

理
　
事
　
　
　
　
　
君
　山
　
　
　誠

理
　
事
　
　
　
　
　
森
　住
　純
　一

監
　
事
　
　
　
　
　
関
　
　
　民
　夫

監
　
事
　
　
　
　
　
佐
　藤
　正
　泰



⑦
　
視
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族
、
視
覚

障
害
者
を
支
援
等
す
る
立
場
に
あ
る
方
か

ら
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
問
題
・
悩

み
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
課
題
解

決
に
向
け
必
要
な
助
言
を
行
う
た
め
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま

す
。

⑧
　
２
０
１
９
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

視
覚
障
害
者
の
読
書
環
境
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
点
字
図
書
館
の
利
用

拡
大
に
向
け
、
公
共
図
書
館
と
の
一
層
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑨
　
第
四
期
（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７

年
度
）
指
定
管
理
に
よ
り
受
託
運
営
す

る
「
茨
城
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
県
立
点
字
図
書
館
」
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
効
率
的
・
効
果
的
な
事

業
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
事
業

を
通
じ
て
視
覚
障
害
者
の
支
援
を
充
実

し
ま
す
。

  

実
施
計
画

１

　組
織
・
団
体
活
動

　
⑴
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

　
⑵
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

　
⑶
福
祉
大
会
の
開
催

令和３年８月１日⑺　第71号 い は ら き 身 障 福 祉 令和３年８月１日 第71号　⑹い は ら き 身 障 福 祉

社
会
福
祉
法
人

茨
城
県
視
覚
障
害
者
協
会

令
和
３
年
度
事
業
計
画

監
　
事
　
　
　
　
　
原
　田
　保
　男

（
行
方
市
）

以
上
、
理
事
15
名
、
監
事
２
名

  

主
な
行
事
の
紹
介

　
今
年
度
の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

①
結
婚
相
談
事
業
日
曜
交
流
会

　
・
令
和
３
年
９
月

　
・
県
総
合
福
祉
会
館

②
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
・
令
和
３
年
10
月
上
旬

③
山
・
銀
輪
の
集
い

　
・
令
和
３
年
11
月
５
日
（
金
）　

④
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
鑑
賞
会

　
・
令
和
３
年
11
月
14
日
（
日
）

　
・
県
総
合
福
祉
会
館

⑤
日
曜
交
流
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
・
11
月
下
旬
か
ら
12
月
初
旬

⑥
役
員
研
修
会

　
・
令
和
４
年
１
月
26
日
（
水
）

　
・
県
総
合
福
祉
会
館
　

⑦
会
報
「
身
障
い
ば
ら
き
」
の
発
行

　
・
令
和
３
年
10
月
及
び
令
和
４
年
３
月

⑧
障
害
者
週
間
の
行
事
参
加
　

　
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
の
参
加
・
協
力   

　 

・ 

令
和
３
年
12
月
３
日（
金
）〜
７
日（
火
）

　
な
お
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
行

事
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
会
報
を
発

行
す
る
こ
と
に
よ
り
会
員
間
の
絆
を
再
確

  

運
営
方
針

①
　
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
趣
旨

に
対
応
し
、
よ
り
一
層
公
益
的
な
取
り
組

み
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
運
営
の
適
正

化
や
財
務
基
盤
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

②
　
障
害
者
福
祉
制
度
に
お
い
て
は
、
市

町
村
の
担
う
役
割
が
一
層
重
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
補
装
具
・
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
や
同
行
援
護
事
業
な
ど
、

市
町
村
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
福
祉
施

策
の
充
実
と
格
差
解
消
に
向
け
た
働
き
か

け
を
進
め
ま
す
。

③
　
組
織
の
弱
体
化
防
止
の
た
め
、
積

極
的
な
各
種
事
業
を
展
開
す
る
中
で
、

支
部
・
会
員
と
の
緊
密
な
連
携
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

④
　
組
織
運
営
や
事
業
活
動
に
当
た
っ
て

は
、
日
視
連
や
そ
の
他
関
係
団
体
地
域

の
障
害
者
福
祉
団
体
等
と
の
連
携
や
相

互
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
し
や
す
い

地
域
社
会
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
ま

す
。

⑤
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
媒

体
を
最
大
限
に
活
用
し
、
視
覚
障
害
者

に
対
す
る
情
報
提
供
を
よ
り
一
層
充
実
し

ま
す
。

⑥
　
視
覚
障
害
者
の
就
労
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
中
途
失

明
者
緊
急
生
活
訓
練
事
業
並
び
に
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
視
覚
障

害
者
の
雇
用
確
保
に
向
け
た
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
働
く
意
欲
の
あ

る
す
べ
て
の
視
覚
障
害
者
が
能
力
を
発
揮

し
安
心
し
て
働
き
、
安
定
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

関
す
る
条
例
」
の
制
定
を
記
念
し
た
T

シ
ャ
ツ
と
ピ
ン
バ
ッ
ジ
は
完
売
す
る
ま
で

販
売
し
続
き
ま
す
。
好
評
な
指
文
字
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
よ
く
売
れ
て
い
た
た
め
、

再
度
作
成
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
の
手
話
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、

今
後
も
グ
ッ
ズ
の
自
主
制
作
を
検
討
し
ま

す
。ま
た
、書
籍
、D
V
D
の
販
売
を
行
い
、

無
駄
を
省
き
つ
つ
資
金
面
が
安
定
す
る
よ

う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３

　旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
強
制
不
妊

手
術
へ
の
対
応 

　
昨
年
度
に
続
き
、
全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
か
ら
の
調
査
依
頼
に
基
づ
き
、
茨
城

県
内
に
被
害
者
が
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
き
た
が
不
完
全
の
た
め
、
今
後
も
調

査
を
続
け
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
収

束
は
見
え
な
い
ま
ま
、
活
動
で
き
る
か
心

配
で
す
が
、
高
齢
部
や
女
性
部
等
を
通

し
て
努
力
し
な
が
ら
情
報
収
集
を
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
も
情
報
提
供
を
呼
び
か

け
つ
つ
、
頂
い
た
情
報
を
慎
重
に
確
認
し

な
が
ら
調
査
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４

　市
町
村
手
話
言
語
条
例

　
2
0
1
8
年
９
月
に
「
茨
城
県
手
話

言
語
の
普
及
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
、
県
内
の

市
町
村
手
話
言
語
条
例
の
制
定
が
増
え

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
渦
で
思

う
よ
り
に
な
か
な
か
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

認
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
⑷
あ
は
き
法
十
九
条
関
係

　
⑸
当
事
者
相
談
事
業
の
実
施 

２

　指
定
管
理
事
業

　
⑴
点
字
図
書
等
の
閲
覧
・
貸
出 

　
⑵
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
事
業

　
⑶
即
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

　
⑷
点
字
広
報
等
発
行
事
業 

　
⑸
視
覚
障
害
者
生
活
相
談
事
業 

　
⑹
中
途
失
明
者
緊
急
生
活
訓
練
事
業

　
⑺
生
活
訓
練
等
事
業

３

　地
域
生
活
支
援
に
関
連
す
る
事
業

　
⑴
県
・
市
町
村
広
報
等
の
発
行

　
⑵
選
挙
公
報
の
作
成

　
⑶
会
議
、
案
内
資
料
等
の
作
成

　
⑷
研
修
会
・
講
習
会
等
支
援

４

　同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
事
業

５

　社
会
参
加
促
進
に
関
す
る
事
業

　
⑴
関
係
団
体
と
の
相
互
交
流
等
　

　
⑵
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
文
化
活
動

　
⑶
陳
情
、
要
望
活
動

 

公
益
事
業

１

　視
覚
障
害
者
支
援
用
具
斡
旋
事
業

  

令
和
３
年
度
役
員

理
事
長
　
　
　
　
　
坂
　場
　篤
　視

業
務
執
行
理
事
　
　
軍
　司
　有
　通

会報７５号 会報７４号家庭生活訓練事業「美術鑑賞会」

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

令
和
３
年
度
事
業
計
画

  

基
本
方
針
案

１

　会
員
の
拡
大

　
昨
年
度
の
会
員
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
60
名
位
を
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
全
日
本
ろ
う
あ

連
盟
と
関
東
ろ
う
者
大
会
の
行
事
が
中

止
と
な
っ
た
た
め
、
退
会
の
申
し
込
み
の

人
が
相
次
い
で
お
り
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
退
会
が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
を
復

活
す
る
た
め
に
、
再
度
会
員
を
入
会
す
る

よ
う
に
活
動
し
て
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
主
的
な
入
会
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
協
会
と
し
て
積
極
的
に
会
員
の
勧
誘

活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員

の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
ど
の

よ
う
な
P
R
が
効
果
的
か
な
ど
を
十
分
に

話
し
合
っ
た
上
で
、
会
員
拡
大
運
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ろ
う
あ
運
動

の
歴
史
、
運
動
の
重
要
性
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
を
開
き
、
非
会
員
に
理
解
が

得
ら
れ
る
ま
で
繰
り
返
し
説
明
を
行
う
機

会
を
作
っ
て
行
き
、
会
員
増
加
へ
繋
げ
て

会
員
4
0
0
名
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

２

　運
営
安
定

　「
茨
城
県
手
話
言
語
の
普
及
の
促
進
に

業
務
執
行
理
事
　
　
照
　井
　康
　郎

理
　
事
　
　
　
　
　
藤
　枝
　文
　江

理
　
事
　
　
　
　
　
豊
　島
　京
　子

理
　
事
　
　
　
　
　
葛
　野
　や
す
子

理
　
事
　
　
　
　
　
君
　山
　
　
　誠

理
　
事
　
　
　
　
　
森
　住
　純
　一

監
　
事
　
　
　
　
　
関
　
　
　民
　夫

監
　
事
　
　
　
　
　
佐
　藤
　正
　泰
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茨
城
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

県
の
施
策

■
第
２
期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン

の
改
定(

中
間
見
直
し)

に
つ
い
て

　
県
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
２

期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
障
害
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
５
月
に
、
国
の
策
定
し
た
第
６

期
障
害
福
祉
計
画
及
び
第
２
期
障
害
児

福
祉
計
画
に
係
る
基
本
指
針
が
改
定
さ

れ
、「
福
祉
施
設
入
所
か
ら
地
域
生
活
へ

の
移
行
促
進
」、「
相
談
支
援
体
制
の
充

実
」、「
障
害
児
支
援
の
提
供
体
制
の
充

実
」
な
ど
に
つ
い
て
取
組
み
の
促
進
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
国
の
基
本
指
針
や

こ
れ
ま
で
の
施
策
の
推
進
状
況
、
障
害
福

祉
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
、
今
年
の
３
月
に
「
第
２
期
い
ば
ら

き
障
害
者
プ
ラ
ン
」
の
中
間
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
新
た
に
日
中
サ
ー

ビ
ス
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促

進
や
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
市
町

村
又
は
障
害
福
祉
圏
域
へ
の
設
置
促
進
、

難
聴
児
支
援
の
た
め
の
中
核
的
機
能
を

有
す
る
体
制
の
確
保
、
障
害
児
入
所
施

設
に
お
け
る
ケ
ア
単
位
の
小
規
模
化
や
地

域
と
の
交
流
機
会
の
確
保
、
発
達
障
害

者
の
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
充
実
、

聴
覚
障
害
者
向
け
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
促
進
な
ど
を
計
画
に
盛
り
込
む

と
と
も
に
、
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ

の
移
行
な
ど
に
関
す
る
数
値
目
標
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
障
害
者
施
設
に
お
け
る
予

防
と
ま
ん
延
防
止
に
向
け
た
取
組
み
の
徹

底
に
つ
い
て
も
追
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
県

民
の
皆
様
や
市
町
村
、
福
祉
関
係
団
体
、

企
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、(

一
社)

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
参
考
）
第
２
期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ

ラ
ン
（
改
定
版
）Ｕ
Ｒ
Ｌ：

https://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/h

okenfukushi/shofuku/kikaku/
plan2018/sakutei.htm

l

再
度
、「
手
話
の
普
及
、
手
話
の
理
解
、

手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
」
の
３
つ
を

掲
げ
、
市
町
村
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
理

解
を
得
る
た
め
の
学
習
会
を
開
き
、
市

町
村
で
も
手
話
言
語
条
例
の
制
定
が
進

む
よ
う
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

制
定
に
向
け
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

５

　情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例

　
学
習
会
を
開
き
な
が
ら
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
意
見
に
合
わ
せ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
再
度

協
議
し
ま
す
。

６

　ろ
う
老
人
ホ
ー
ム
設
立
を
目
指
す

　
昨
年
度
に
続
き
、
ろ
う
老
人
ホ
ー
ム

設
立
に
つ
い
て
県
議
員
会
議
員
と
今
後
協

議
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
再
度
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

７

　業
務
の
整
理

　
い
つ
も
多
忙
な
事
務
局
長
の
た
め
、
新

し
い
職
員
の
２
人
を
加
え
、
全
部
で
聴
者

を
含
め
５
人
で
仕
事
の
仕
分
け
が
で
き
、

ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
で
き
ま
し
た
。
資
料

整
理
と
し
、
無
駄
な
時
間
を
無
く
す
よ

う
に
業
務
を
整
理
し
ま
す
。
会
議
等
が
多

い
事
か
ら
、
他
の
行
事
と
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
日
程
を
調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

事
業
計
画

１
　
敬
老
会
（
担
当
：
福
祉
委
員
会
、

女
性
部
）

２
　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
講
師
研
修

会 （
担
当
：
手
話
委
員
会
）

３
　
茨
聴
協
特
製
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作 （
担

当
：
出
版
委
員
会
）　
　
　
　

４
　
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１ 

（
担
当
：
教
育
委
員
会
）

５
　
ろ
う
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
労

働
委
員
会
）

６
　
第
４
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り
（
担

当
：
企
画
委
員
会
）

７
　
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

  
令
和
３
年
度
役
員

会
　
長
　
　
　
　
　
会
　沢
　隆
　典

副
会
長
　
　
　
　
　
鈴
　木
　隆
　雄

副
会
長
　
　
　
　
　
小
　林
　聖
　司

理
　
事
　
　
　
　
　
大
　内
　正
　和

（
事
務
局
）

理
　
事
　
　
　
　
　
根
　本
　貴
　幸

（
事
務
局
兼
防
災
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
豊
　島
　清
　美

（
事
務
局
兼
女
性
部
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
西
　野
　一
　昭

（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
佐
　藤
　壮
　馬

（
組
織
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
小
田
部
　憲
　子

（
教
育
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
宮
　田
　茂
　樹

（
教
育
委
員
）

理
　
事
　
　
　
　
　
吉
　沢
　
　
　馨

（
手
話
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
今
　井
　利
　幸

（
企
画
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
上
　田
　和
　英

（
福
祉
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
皆
　川
　雅
　代

（
労
働
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
染
　谷
　秀
　樹

（
広
報
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
菊
　地
　友
紀
子

（
広
報
委
員
）

理
　
事
　
　
　
　
　
増
　子
　勝
　也

（
出
版
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
浅
　野
　
　
　弘

（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
黒
　澤
　弘
　明

（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
安
　
　
　大
　地

（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
　
　
　
　
青
　木
　俊
　彦

広域学習会による講演会（９月）

手話奉仕員養成講座研修会

創立７０周年記念大会
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茨
城
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

県
の
施
策

■
第
２
期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン

の
改
定(

中
間
見
直
し)

に
つ
い
て

　
県
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
２

期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
障
害
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
５
月
に
、
国
の
策
定
し
た
第
６

期
障
害
福
祉
計
画
及
び
第
２
期
障
害
児

福
祉
計
画
に
係
る
基
本
指
針
が
改
定
さ

れ
、「
福
祉
施
設
入
所
か
ら
地
域
生
活
へ

の
移
行
促
進
」、「
相
談
支
援
体
制
の
充

実
」、「
障
害
児
支
援
の
提
供
体
制
の
充

実
」
な
ど
に
つ
い
て
取
組
み
の
促
進
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
国
の
基
本
指
針
や

こ
れ
ま
で
の
施
策
の
推
進
状
況
、
障
害
福

祉
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
、
今
年
の
３
月
に
「
第
２
期
い
ば
ら

き
障
害
者
プ
ラ
ン
」
の
中
間
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
新
た
に
日
中
サ
ー

ビ
ス
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促

進
や
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
市
町

村
又
は
障
害
福
祉
圏
域
へ
の
設
置
促
進
、

難
聴
児
支
援
の
た
め
の
中
核
的
機
能
を

有
す
る
体
制
の
確
保
、
障
害
児
入
所
施

設
に
お
け
る
ケ
ア
単
位
の
小
規
模
化
や
地

域
と
の
交
流
機
会
の
確
保
、
発
達
障
害

者
の
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
充
実
、

聴
覚
障
害
者
向
け
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
促
進
な
ど
を
計
画
に
盛
り
込
む

と
と
も
に
、
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ

の
移
行
な
ど
に
関
す
る
数
値
目
標
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
障
害
者
施
設
に
お
け
る
予

防
と
ま
ん
延
防
止
に
向
け
た
取
組
み
の
徹

底
に
つ
い
て
も
追
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
県

民
の
皆
様
や
市
町
村
、
福
祉
関
係
団
体
、

企
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、(

一
社)

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
参
考
）
第
２
期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ

ラ
ン
（
改
定
版
）Ｕ
Ｒ
Ｌ：

https://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/h

okenfukushi/shofuku/kikaku/
plan2018/sakutei.htm

l

再
度
、「
手
話
の
普
及
、
手
話
の
理
解
、

手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
」
の
３
つ
を

掲
げ
、
市
町
村
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
理

解
を
得
る
た
め
の
学
習
会
を
開
き
、
市

町
村
で
も
手
話
言
語
条
例
の
制
定
が
進

む
よ
う
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

制
定
に
向
け
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

５

　情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例

　
学
習
会
を
開
き
な
が
ら
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
意
見
に
合
わ
せ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
再
度

協
議
し
ま
す
。

６

　ろ
う
老
人
ホ
ー
ム
設
立
を
目
指
す

　
昨
年
度
に
続
き
、
ろ
う
老
人
ホ
ー
ム

設
立
に
つ
い
て
県
議
員
会
議
員
と
今
後
協

議
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
再
度
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

７

　業
務
の
整
理

　
い
つ
も
多
忙
な
事
務
局
長
の
た
め
、
新

し
い
職
員
の
２
人
を
加
え
、
全
部
で
聴
者

を
含
め
５
人
で
仕
事
の
仕
分
け
が
で
き
、

ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
で
き
ま
し
た
。
資
料

整
理
と
し
、
無
駄
な
時
間
を
無
く
す
よ

う
に
業
務
を
整
理
し
ま
す
。
会
議
等
が
多

い
事
か
ら
、
他
の
行
事
と
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
日
程
を
調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

事
業
計
画

１
　
敬
老
会
（
担
当
：
福
祉
委
員
会
、

女
性
部
）

２
　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
講
師
研
修

会 （
担
当
：
手
話
委
員
会
）

３
　
茨
聴
協
特
製
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作 （
担

当
：
出
版
委
員
会
）　
　
　
　

４
　
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１ 

（
担
当
：
教
育
委
員
会
）

５
　
ろ
う
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
労

働
委
員
会
）

６
　
第
４
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り
（
担

当
：
企
画
委
員
会
）

７
　
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

  

令
和
３
年
度
役
員

会
　
長
　
　
　
　
　
会
　沢
　隆
　典

副
会
長
　
　
　
　
　
鈴
　木
　隆
　雄

副
会
長
　
　
　
　
　
小
　林
　聖
　司

理
　
事
　
　
　
　
　
大
　内
　正
　和

（
事
務
局
）

理
　
事
　
　
　
　
　
根
　本
　貴
　幸

（
事
務
局
兼
防
災
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
豊
　島
　清
　美

（
事
務
局
兼
女
性
部
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
西
　野
　一
　昭

（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
佐
　藤
　壮
　馬

（
組
織
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
小
田
部
　憲
　子

（
教
育
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
宮
　田
　茂
　樹

（
教
育
委
員
）

理
　
事
　
　
　
　
　
吉
　沢
　
　
　馨

（
手
話
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
今
　井
　利
　幸

（
企
画
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
上
　田
　和
　英

（
福
祉
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
皆
　川
　雅
　代

（
労
働
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
染
　谷
　秀
　樹

（
広
報
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
菊
　地
　友
紀
子

（
広
報
委
員
）

理
　
事
　
　
　
　
　
増
　子
　勝
　也

（
出
版
委
員
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
浅
　野
　
　
　弘

（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
黒
　澤
　弘
　明

（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
　
　
　
　
安
　
　
　大
　地

（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
　
　
　
　
青
　木
　俊
　彦

広域学習会による講演会（９月）

手話奉仕員養成講座研修会

創立７０周年記念大会
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編

　集

　後

　記

　
本
年
度
第
１
回
目
の
広
報
紙
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
は
日
頃
か
ら
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
対
策
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

昨
年
か
ら
事
業
の
中
止
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
普
及
も

進
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、
感
染
防
止

対
策
を
も
う
一
踏
ん
張
り
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
広
報

紙
は
、「
共
同
募
金

配
分
金
」
を
受
け

て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
潮
来
市
の
松
﨑
昌
樹
理
事
が
令
和
３

年
６
月
、
令
和
３
年
日
本
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
松
﨑
理
事
は
、
多
年
に
渡
り
茨
城
県

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
役
員
と
し

て
、
障
害
の
あ
る
人
々
の
福
祉
向
上
や
権

利
擁
護
の
た
め
に
ご
尽
力
な
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
松
﨑
理
事
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、聴
覚
や
発
話
に
困
難
の
あ
る
方
（
以
下
「
聴
覚
障
害
者
等
」

と
い
い
ま
す
。）
と
聴
覚
障
害
者
等
以
外
の
者
と
の
会
話
を
、
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
が
手
話
・

文
字
と
音
声
を
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
電
話
で
双
方
向
に
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

荻

　津 

　和

　良

坂

　場 
　篤

　視

会

　沢 

　隆

　典

髙

　木 

　
　
　昇

髙

　野 

　重

　彦

松

　﨑 

　昌

　樹

岸

　
　

 

　三

　男

軍

　司 

　有

　通

藤

　枝 

　文

　江

木

　川 

　健

　太

葛

　野 

　や
す
子

鈴

　木 

　隆

　雄

小

　林 

　聖

　司

佐

　藤 

　壮

　馬

豊

　島 

　清

　美

鈴

　木 

　聡

　幸

米

　川 

　正

　典

菊

　池 

　善

　信

吉

　沢 

　
　
　馨

会

　
　長

副

会

長

副

会

長

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

専
務
理
事

監

　
　事

監

　
　事

監

　
　事

『
令
和
３
年
度

　
　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

　
　
連
合
会
　
定
時
総
会
書
面
決
議
』

『
令
和
３
年
度

　
　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

　
　
連
合
会
　
定
時
総
会
書
面
決
議
』

令
和
３
年
度

役

　
　
　員

　
令
和
３
年
６
月
16
日
（
水
）
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
、
茨
城
県
身
体

障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
の
定
時
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
か
ら
出
席
者
の
安
全
を
最
優
先
す
る
た
め
、
書
面
に
よ
り
決
議
を

行
い
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　
　令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　
　令
和
２
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　
　公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　
　理
事
・
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
以
上
の
議
案
に
対
す
る
書
面
協
議
に
対
し
て
、
全
会
員
の
同
意
を
得

て
、
提
案
の
と
お
り
総
会
の
決
議
が
あ
り
ま
し
た
。

松
﨑
氏
が

日
身
連
会
長
表
彰

を
受
賞

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

・
24
時
間
3
6
5
日

　
　
深
夜
に
熱
が
出
た
の
で
、

病
院
を
予
約
し
た
い

・
緊
急
通
報
受
理
機
関
へ
の
通
報

　
　
敷
地
内
に
人
影
が
あ
り
、

通
報
し
た
い

・
双
方
向
化

　
　
聴
覚
障
害
者
等
以
外
の
者

へ
仕
事
の
連
絡
を
し
た
の

で
、
や
り
取
り
を
し
た
い

こ
ん
な
時
に


